
（　　　）場　所：中央公園野球場
撮影日：平成 30 年９月 29 日

千葉県発祥のスポーツ 友遊（ゆうゆう）ボール

議会だよりでは、市民の皆さまに応募いただいた写真を表紙に掲載
いたします。詳しい募集要領は市議会ホームページをご覧ください。

平成30 年11 月15日 No.192

スポーツ de 健康大作戦

■次回の定例会は11月２6日～12月18日の予定です。■次回の定例会は11月２6日～12月18日の予定です。
一般質問は12月５日～13日の予定です。
12月定例会の会期日程案は16ページまたは市議会ホームページをご覧ください。
本会議の傍聴は、開会30分前から受付をしています。
本会議の様子は、インターネットでもご覧になれます。

（生中継と録画中継があります）
市議会ホームページアドレス
http://www.city.yotsukaido.chiba.jp/shigikai/index.html/
または議会事務局　TEL 043－421－6152（直）までお問い合わせください。

広報広聴特別委員会

●決算審査特別委員会
   審査概要……… ２～ 3
●主な議案の概要及び
　委員会審査概要… 4 ～ 7
●議決結果一覧 ……… 8
●一般質問……… 9～14
●委員会行政視察レポート
　　　　 ………14～15

表紙写真
募集！
表紙写真
募集！
表紙写真
募集！

スポーツ de 健康大作戦



四街道市議会だより P 2平成30 年11月

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
、
水
道
事

業
会
計
決
算
、
下
水
道
事
業
会
計
決
算
（
議
案
第
12
号
か
ら
第
18
号
ま
で
）
は
、

全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
９
月
14
日
、
９
月
18
日

か
ら
20
日
ま
で
４
日
間
に
わ
た
り
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

決
算
の
概
要
と
主
な
審
査
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

施
設
等
設
置
工
事
の
減
な
ど
で
社
会
資

本
整
備
総
合
交
付
金
が
大
幅
減
し
て

2
億
１
２
７
６
万
8
千
円
、
５
・１
％

減
の
39
億
８
９
１
８
万
6
千
円
と

な
り
、
ま
た
、
市
債
が
公
共
事
業

等
債
の
減
な
ど
で
1
億
８
７
０
０
万

円
、
10
・
６
％
減
の
15
億
６
９
９
０
万

円
と
な
っ
た
た
め
、
全
体
で
は
4
億

７
９
７
万
円
、
１・５
％
減
の
２
６
３
億

２
１
５
２
万
4
千
円
と
な
っ
た
。

３　

一
般
会
計
歳
出
の
状
況

　

一
般
会
計
歳
出
は
、
前
年
度
に
比

べ
、
目
的
別
で
は
、
民
生
費
が
児
童
福

祉
費
の
施
設
型
給
付
費
負
担
金
と
保

育
所
運
営
費
委
託
の
増
な
ど
に
よ
り

4
億
４
９
４
４
万
7
千
円
、
４・２
％

増
の
１
１
１
億
２
７
１
８
万
6
千
円

と
な
っ
た
一
方
で
、
総
務
費
が
四
街
道
駅

南
口
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
工
事
の
減
な
ど

で
2
億
６
９
０
万
3
千
円
、
５・７
％

減
の
33
億
９
４
３
４
万
5
千
円
と
な

り
、
ま
た
、
土
木
費
が
雨
水
地
下
貯

留
施
設
等
設
置
工
事
の
減
な
ど
で

5
億
１
８
６
５
万
円
、
20
・
７
％
減
の

19
億
８
４
０
７
万
5
千
円
と
な
っ
た
た

め
、
全
体
で
は
2
億
２
６
１
１
万
円
、

０・９
％
減
の
２
５
３
億
９
５
７
６
万

円
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
性
質
別
で
は
、
義
務
的
経
費

の
扶
助
費
が
前
年
度
に
比
べ
3
億

２
８
３
４
万
4
千
円
、
４・７
％
増
の

73
億
２
６
５
万
4
千
円
な
り
、
投
資
的

経
費
の
普
通
建
設
事
業
費
が
前
年
度

比
3
億
９
２
３
５
万
1
千
円
、19・４
％

減
の
16
億
２
５
８
４
万
円
と
な
っ
た
。

４　

主
な
質
疑
と
答
弁
内
容

質　

基
金
に
つ
い
て
、
①
目
的
と
用

途
、②
見
直
し
理
由
と
今
後
の
方
向
性
、

③
基
金
残
高
の
推
移
を
伺
う
。

答　

基
金
は
①
財
政
調
整
基
金
と
市

債
管
理
基
金
の
ほ
か
、
特
定
の
目
的
に

使
用
す
る
た
め
設
置
さ
れ
た
基
金
が
あ

り
各
基
金
条
例
に
定
め
ら
れ
た
設
置
目

的
に
応
じ
た
事
業
に
使
用
し
て
い
る
。

②
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
設
置
意

義
が
薄
れ
た
り
休
眠
状
態
に
あ
る
基
金

の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
平
成
27
年

１　

決
算
規
模

　

平
成
29
年
度
の
一
般
会
計
決
算
額

は
、
歳
入
が
前
年
度
比
１・５
％
減
の

２
６
３
億
２
１
５
２
万
4
千
円
、
歳
出

が
０・９
％
減
の
２
５
３
億
９
５
７
６
万

円
と
歳
入
歳
出
と
も
減
少
と
な
っ
た
。

　

歳
入
歳
出
差
引
額
は
9
億
２
５
７
６

万
4
千
円
で
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
の
1
億
２
９
７
７
万
7
千
円

を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
7
億

９
５
９
８
万
7
千
円
の
黒
字
と
な
っ
た

が
、
単
年
度
収
支
は
赤
字
と
な
っ
た
。

　

特
別
会
計
決
算
額
は
、
4
つ
の
特
別
会

計
決
算
額
全
体
で
、
歳
入
が
５·

１
％

減
の
１
７
９
億
４
９
１
４
万
８
千
円
、

歳
出
が
５·

６
％
減
の
１
７
３
億

７
２
４
５
万
円
と
な
っ
た
。　

２　

一
般
会
計
歳
入
の
状
況

　

一
般
会
計
歳
入
は
、前
年
度
に
比
べ
、

市
税
が
市
民
税
（
個
人
）
や
固

定
資
産
税
の
増
に
よ
り
２
億

３
８
４
５
万
3
千
円
、
２・
２
％
増
の

１
１
２
億
４
４
４
７
万
3
千
円
と
な

り
、
ま
た
、
地
方
譲
与
税
・
各
種
交

付
金
が
地
方
消
費
税
交
付
金
や
株
式

等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
の
増
に
よ
り

1
億
８
９
９
１
万
4
千
円
、11・０
％
増

の
19
億
２
２
２
４
万
2
千
円
と
な
っ
た

一
方
で
、
国
庫
支
出
金
が
雨
水
地
下
貯
留

　

決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
概
要

年　度　等
区　分  平成２８年度  平成２９年度 前年度比較

 増減額  増減率 
市 税 11,006,020 11,244,473 238,453 2.2
地方譲与税・各種交付金 1,732,328 1,922,242 189,914 11.0
地 方 交 付 税 2,427,511 2,507,706 80,195 3.3
分 担 金 及 び 負 担 金 413,208 456,871 43,663 10.6
使 用 料 及 び 手 数 料 474,777 464,549 △ 10,228 △ 2.2
国 庫 支 出 金 4,201,954 3,989,186 △ 212,768 △ 5.1
県 支 出 金 1,619,050 1,719,491 100,441 6.2
繰 入 金 814,602 625,619 △ 188,983 △ 23.2
諸 収 入 等 2,283,145 1,821,487 △ 461,658 △ 20.2
市 債 1,756,900 1,569,900 △ 187,000 △ 10.6

合　　　　　計 26,729,494 26,321,524 △ 407,970 △ 1.5
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。

平成２９年度 一般会計決算　歳入内訳　　　（単位：千円、％）

 平成２９年度 一般会計 ・ 特別会計決算総括表 （単位：千円）

年　度　等  
区　分  歳入総額  歳出総額  歳入歳出

差 引 額 
翌年度へ 

繰り越すべき財
源 

 実質収支額 

一　　 般　　 会　　 計 26,321,524 25,395,760 925,764 129,777 795,987
特
　
別
　
会
　
計

国民健康保険特別会計 11,141,780 10,754,991 386,789 386,789
霊 園 事 業 特 別 会 計 61,619 56,617 5,002 5,002
介 護 保 険 特 別 会 計 5,526,401 5,346,845 179,556 179,556

後期高齢者医療特別会計 1,219,347 1,213,997 5,350 5,350

小　　　　　計 17,949,148 17,372,450 576,698 576,698
合　　　　　計 44,270,672 42,768,209 1,502,463 129,777 1,372,686

＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。
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度
は
土
地
開
発
基
金
、
市
立
小
・
中
学

校
建
設
基
金
、
排
水
路
整
備
基
金
、
消

防
施
設
整
備
基
金
、
道
路
整
備
基
金
の

5
基
金
を
廃
止
し
、
平
成
28
年
度
に
は

ガ
ス
灯
設
備
保
守
管
理
基
金
を
廃
止
し

た
。
平
成
29
年
度
は
社
会
福
祉
基
金
を

設
置
目
的
の
社
会
福
祉
の
増
進
に
資
す

る
事
業
に
充
て
る
た
め
、
果
実
運
用
型

か
ら
取
り
崩
し
型
に
変
更
し
た
。
今
後

も
、
基
金
に
つ
い
て
は
、
基
金
設
置
目

的
に
あ
っ
た
事
業
の
財
源
と
し
て
有
効

活
用
し
つ
つ
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
適

切
に
対
応
す
る
考
え
で
あ
る
。

③
一
般
会
計
の
基
金
残
高
総
額
は
、
平

成
25
年
度
末
は
94
・
３
億
円
で
あ
っ
た

が
平
成
29
年
度
末
で
は
85
億
円
と
９・３

億
円
減
少
し
て
い
る
。
こ
の
う
ち
財

政
調
整
基
金
は
平
成
25
年
度
末
は

31
・
７
億
円
で
あ
っ
た
が
平
成
29
年
度

末
で
は
32
・
８
億
円
と
１・
１
億
円
の

増
加
と
な
っ
た
。
今
後
は
高
齢
化
に
よ

る
扶
助
費
の
増
加
や
次
期
ご
み
処
理
施

設
等
の
大
型
事
業
に
よ
る
公
債
費
の
増

加
が
見
込
ま
れ
厳
し
い
財
政
運
営
が
続

く
見
通
し
で
あ
り
、
基
金
も
活
用
し
、

持
続
可
能
な
財
政
運
営
を
維
持
し
て

い
く
。

　
（
阿
部　

治
夫
記
）

年　度　等
区　分  平成２８年度  平成２９年度 前年度比較

 増減額  増減率 
議 会 費 294,373 297,258 2,885 1.0
総 務 費 3,601,248 3,394,345 △ 206,903 △ 5.7
民 生 費 10,677,739 11,127,186 449,447 4.2
衛 生 費 2,410,985 2,457,453 46,468 1.9
農 林 水 産 業 費 141,337 130,993 △ 10,344 △ 7.3
商 工 費 158,009 124,875 △ 33,134 △ 21.0
土 木 費 2,502,725 1,984,075 △ 518,650 △ 20.7
消 防 費 1,098,352 1,094,081 △ 4,271 △ 0.4
教 育 費 2,489,849 2,466,305 △ 23,544 △ 0.9
災 害 復 旧 費 0 0 0 0.0
公 債 費 2,247,254 2,319,187 71,933 3.2

合　　　　　計 25,621,870 25,395,760 △ 226,110 △ 0.9
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。

　　　　　平成２９年度 一般会計決算　歳出内訳（目的別） （単位：千円、％）

年　度　等
区　分  平成２８年度  平成２９年度 前年度比較

 増減額  増減率 
人 件 費 4,992,848 4,951,974 △ 40,874 △ 0.8
扶 助 費 6,974,310 7,302,654 328,344 4.7
公 債 費 2,247,254 2,319,187 71,933 3.2
物 件 費 4,552,720 4,482,981 △ 69,739 △ 1.5
維 持 補 修 費 448,082 439,118 △ 8,964 △ 2.0
補 助 費 等 1,007,638 1,131,856 124,218 12.3
積 立 金 870,926 690,747 △ 180,179 △ 20.7
投 資 及 び 出 資 金 貸 付 金 72,528 181,534 109,006 150.3
繰 出 金 2,437,373 2,269,869 △ 167,504 △ 6.9
普 通 建 設 事 業 費 2,018,191 1,625,840 △ 392,351 △ 19.4
災 害 復 旧 事 業 費 0 0 0 0.0

合　　　　　計 25,621,870 25,395,760 △ 226,110 △ 0.9
＊各数値は、単位未満の端数を四捨五入していますので、合計と内訳の数値が一致しない場合があります。

 平成２９年度 一般会計決算　歳出内訳（性質別） （単位：千円、％）

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

予 算 額 1,886,457 1,612,315 2,791 1,340,206

決 算 額 1,892,429 1,526,260 4,184 981,400

 　平成２９年度 水道事業会計決算　　
　　 （単位：千円）

＊資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、過年度分損益勘定留保
資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額で補てんされています。

収益的収入 収益的支出 資本的収入 資本的支出

予 算 額 1,907,782 1,885,857 237,512 640,597

決 算 額 1,887,560 1,880,982 171,677 557,564

＊資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、当年度分損益勘定留保
資金、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額及び引継金等で補てん
されています。

　　平成２９年度 下水道事業会計決算　　　
　 （単位：千円）

一般会計基金残高の推移

31.7  27.1  33.8  33.6  32.8 

62.6 
57.7  49.8  50.5  52.2 
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単位：億円
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【
修
正
可
決
】
市
長
よ
り
提
出
さ
れ
た

平
成
30
年
度
四
街
道
市
一
般
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
は
、
分
割
付
託

さ
れ
た
３
常
任
委
員
会
の
う
ち
庁
舎

等
整
備
事
業
を
所
管
す
る
総
務
常
任

委
員
会
で
、
可
否
同
数
・
委
員
長
裁

決
で
否
決
と
な
り
、
そ
の
後
、
本
会

議
に
お
い
て
修
正
案
が
提
出
さ
れ
修

正
可
決
と
な
っ
た
。

　

修
正
案
は
、
庁
舎
整
備
の
時
期

や
財
源
の
再
検
討
及
び
そ
の
他
の

大
型
事
業
の
事
業
費
見
直
し
を
促

し
現
実
的
な
庁
舎
整
備
計
画
を
求

め
る
も
の
で
、
修
正
可
決
の
結
果
、

庁
舎
等
整
備
事
業
に
係
る
委
託
料

３
５
５
６
万
８
千
円
の
ほ
か
、
同
事

業
に
係
る
継
続
費
や
地
方
債
が
削
減
・

減
額
さ
れ
た
。

　

な
お
、
議
案
第
８
号
に
係
る
総
務

常
任
委
員
会
の
審
査
概
要
は
、
次
の

と
お
り
。

質　

庁
舎
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

平
成
29
年
７
月
策
定
の
庁
舎
整
備
基

本
計
画
で
概
算
48
億
円
で
あ
っ
た
も

の
が
、
約
56
億
円
へ
約
８
億
円
の
増

加
と
な
っ
た
が
、
そ
の
要
因
は
何
か
。

答　

平
成
29
年
７
月
の
基
本
計
画
で

は
、
他
市
の
事
例
を
踏
ま
え
、
実
績

を
考
慮
し
た
平
米
単
価
に
よ
る
概
算

額
と
し
て
約
48
億
円
を
計
上
し
た

が
、
具
体
的
に
積
算
し
た
結
果
と
し

て
約
56
億
円
と
な
っ
た
も
の
で
あ

る
。
そ
の
他
の
要
因
と
し
て
は
、
鉄

筋
価
格
が
こ
の
１
年
間
で
３
割
ほ
ど

上
昇
す
る
な
ど
資
材
価
格
の
高
騰
が

あ
げ
ら
れ
る
。

質　

庁
舎
等
整
備
事
業
に
つ
い
て
、

今
回
の
地
方
債
補
正
を
含
め
る
と
約

42
億
円
と
な
る
地
方
債
の
償
還
期
間

は
何
年
か
。
ま
た
、
次
期
ご
み
処
理

施
設
整
備
事
業
な
ど
他
の
大
型
事
業

を
含
め
た
公
債
費
の
今
後
見
込
み
は

ど
う
か
。

答　

庁
舎
等
整
備
事
業
の
起
債
償

還
期
間
は
20
年
間
で
あ
り
、
こ
の
庁

舎
等
整
備
事
業
に
次
期
ご
み
処
理
施

設
整
備
事
業
や
３
・
３
・
１
号
山
梨
臼

井
線
整
備
事
業
、
３
・
４
・
７
号
南
波

佐
間
内
黒
田
線
整
備
事
業
、
千
代
田

中
学
校
や
八
木
原
小
学
校
の
大
規
模

改
造
事
業
な
ど
他
の
大
型
事
業
を
含

め
た
公
債
費
は
、
平
成
29
年
度
の

23
億
３
０
０
０
万
円
が
、
平
成
37
年

度
に
31
億
１
０
０
０
万
円
ま
で
増
加

し
、
そ
の
後
は
平
成
45
年
度
ま
で
、

概
ね
30
億
円
で
継
続
し
て
い
く
と
見

込
ん
で
い
る
。

質　

平
成
37
年
度
を
ピ
ー
ク
と
し

た
公
債
費
の
増
加
に
つ
い
て
財
政
的

に
は
大
丈
夫
な
の
か
。

答　

財
源
と
し
て
い
る
基
金
や
交

付
税
措
置
額
で
は
約
49
億
円
の
財
源

不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
第
８
次

行
財
政
改
革
推
進
計
画
や
行
財
政
改

革
審
議
会
の
提
言
及
び
経
営
改
革
会

議
の
取
組
み
事
項
な
ど
を
着
実
に
実

施
す
る
な
ど
徹
底
し
た
行
財
政
改
革

を
行
う
こ
と
で
、
単
年
度
当
た
り

２
・
５
億
円
の
償
還
財
源
を
確
保
し

て
い
く
考
え
で
あ
る
。

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
公
職
選
挙
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
四
街
道
市
議
会

議
員
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
用
ビ
ラ

の
作
成
費
用
を
公
費
負
担
の
対
象
と
す

る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

公
費
負
担
対
象
と
な
る
市
議

会
議
員
選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
上
限
枚

数
と
単
価
に
つ
い
て
詳
細
説
明
を
。

答　

選
挙
運
動
用
ビ
ラ
の
上
限
枚

数
は
、
候
補
者
１
人
に
つ
き
２
種
類

以
内
で
４
０
０
０
枚
、
単
価
に
つ
い

て
の
公
費
負
担
上
限
額
は
１
枚
あ
た

り
７
円
51
銭
で
あ
る
。

【
提
案
理
由
】
補
正
の
内
容

は
、
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の

総
額
に
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
７
７
３
５
万
９
千
円
を
追
加
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳

議
案
第
８
号　

平
成
30
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
可
否
同
数
・
否
決
）

主
な
議
案
の
概
要
及
び
委
員
会
審
査
概
要

　

今
議
会
で
は
、
条
例
の
制
定
及
び
改
正
、
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別

会
計
補
正
予
算
、
平
成
29
年
度
決
算
の
認
定
な
ど
18
件
の
議
案
と
発
議
案
４

件
、
陳
情
７
件
の
審
議
や
議
決
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
議
案
と
委
員
会
で
の
審
査
内
容
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
議
決
結
果
一
覧
Ｐ
８
）

議
案
第
８
号　
一
般
会
計
補
正
予
算(

第
３
号)

を
修
正
可
決 

総
　
　
務

議
案
第
３
号　

四
街
道
市
議
会

議
員
及
び
四
街
道
市
長
の
選
挙

に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負

担
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）
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答　

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
る

金
銭
債
権
の
消
滅
時
効
期
間
が
経
過

し
て
い
な
い
過
去
５
年
間
分
を
徴
収

し
た
も
の
で
あ
る
。

質　

当
市
の
汚
水
は
、
印
旛
沼
流
域

下
水
道
に
接
続
さ
れ
て
い
る
が
、
徴

収
し
た
料
金
は
、
印
旛
沼
流
域
下
水

道
に
納
め
る
の
か
。

答　

印
旛
沼
流
域
下
水
道
に
は
、
個

別
で
は
な
く
当
市
全
体
の
汚
水
量
に

つ
い
て
、
年
度
末
に
一
括
し
て
負
担

金
を
納
め
て
い
る
。

質　

ガ
ス
化
溶
融
は
ト
ラ
ブ
ル
が

多
く
コ
ス
ト
も
か
か
り
、
溶
融
ス
ラ

グ
も
利
用
さ
れ
ず
、
処
分
費
用
が
か

か
る
と
聞
く
が
、市
の
考
え
を
伺
う
。

答　

ガ
ス
化
溶
融
方
式
も
、
選
択
肢

の
一
つ
で
あ
り
、
施
設
整
備
基
本
構

想
で
、
長
所
・
短
所
・
建
設
費
及
び

運
営
費
な
ど
を
審
査
し
た
が
、
建
設

費
が
高
く
、
ま
た
、
会
計
検
査
院
か

ら
、
他
自
治
体
で
溶
融
ス
ラ
グ
を
全

部
ま
た
は
大
半
を
再
利
用
で
き
ず
に

埋
め
立
て
処
分
し
て
い
る
事
例
が
見

受
け
ら
れ
る
と
の
指
摘
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
本
市
が
ガ
ス
化
溶
融
方
式
を

採
用
し
た
場
合
、
溶
融
ス
ラ
グ
を
リ

サ
イ
ク
ル
す
る
こ
と
な
ど
の
困
難
が

つ
い
て
、
示
談
交
渉
の
金
額
は
。

答　

裁
判
で
の
相
手
方
の
賠
償
請
求

金
額
は
、
１
７
８
万
１
６
８
５
円
で

あ
っ
た
が
、
裁
判
に
よ
る
精
査
や
原

告
側
の
過
失
割
合
を
踏
ま
え
た
金
額

に
、
弁
護
士
費
用
や
遅
延
損
害
金
等

を
考
慮
し
、
１
４
０
万
円
を
裁
判
上

の
和
解
案
と
し
た
。

<

都
市
環
境
常
任
委
員
会
所
管
事
項>

質　

３
・
３
・
１
号
山
梨
臼
井
線
整
備

事
業
の
最
終
的
な
工
事
総
額
は
。

答　

今
回
の
橋
梁
上
部
工
で
５
億
円

以
上
増
加
し
、
残
工
事
等
も
生
じ
て

お
り
、
４
車
線
道
路
に
な
る
こ
と
で

調
整
池
等
に
よ
る
雨
水
抑
制
が
必
要

と
な
る
。
ま
た
、
資
材
の
上
昇
、
労

務
費
の
上
昇
、
経
費
の
増
加
な
ど
、

そ
れ
ら
す
べ
て
を
考
慮
す
る
と
、
現

在
精
査
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ

が
、
概
ね
43
億
円
く
ら
い
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
く
な
る
。

質　

下
水
道
料
金
の
徴
収
を
過
去
５

年
間
と
し
た
理
由
は
。

都
市
環
境

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
土
砂
等
に
よ

る
埋
立
て
等
の
更
な
る
適
正
化
を
図

る
た
め
、
所
要
の
規
定
の
整
備
を
行

う
た
め
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

保
証
金
を
１
㎥
あ
た
り

４
０
０
円
と
設
定
し
た
根
拠
は
。

答　

先
行
自
治
体
の
状
況
を
調
査

し
、
保
証
金
額
の
最
も
高
い
自
治
体

を
参
考
に
設
定
を
行
っ
た
。

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
市
道
上
で

起
き
た
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
請
求

事
件
に
つ
い
て
、
損
害
賠
償
の
額
を

定
め
る
た
め
及
び
民
事
訴
訟
法
第
89

条
の
規
定
に
基
づ
く
和
解
を
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項
第

12
号
及
び
同
第
13
号
の
規
定
に
よ
り

提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

損
害
賠
償
金
１
４
０
万
円
に

出
そ
れ
ぞ
れ
２
６
４
億
３
５
６
０
万

７
千
円
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

継
続
費
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
等
整

備
事
業
４
件
を
追
加
し
、
３
・
３
・
１

号
山
梨
臼
井
線
整
備
事
業
１
件
を
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
が

ん
集
団
検
診
委
託
ほ
か
２
件
を
追
加

す
る
も
の
で
あ
る
。

　

地
方
債
に
つ
い
て
は
、
庁
舎
等
整

備
事
業
ほ
か
２
件
の
限
度
額
を
変
更

す
る
も
の
で
あ
る
。

<

総
務
常
任
委
員
会
所
管
事
項>

　
※
庁
舎
等
整
備
事
業
を
除
く

質　

地
域
災
害
対
策
事
業
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
助
成
金

２
０
０
万
円
の
減
額
の
説
明
を
。

答　

美
し
が
丘
３
丁
目
自
主
防
災

組
織
の
発
電
機
な
ど
の
購
入
費
用
の

助
成
金
を
県
を
通
じ
て
一
般
財
団
法

人
「
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
」
に
応
募

し
て
い
た
が
不
採
択
と
な
っ
た
た

め
、
減
額
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

陳
情
の
趣
旨
は
市
庁
舎
設
計

に
白
井
市
庁
舎
の
改
善
、
改
良
点
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
だ
が
、
ど
う
か
。

答　

既
に
、
白
井
市
や
他
市
の
工
事

を
参
考
に
し
、
改
善
す
べ
き
点
は
改

善
し
て
設
計
を
進
め
て
い
る
。

議
案
第
４
号　

四
街
道
市
土
砂

等
の
埋
立
て
等
に
よ
る
土
壌
の

汚
染
及
び
災
害
の
発
生
の
防
止

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

陳
情
第
４
号　

四
街
道
市
庁
舎

に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

議
案
第
７
号　

損
害
賠
償
の
額

を
定
め
和
解
す
る
こ
と
に
つ
い

て
（
可
決
）

議
案
第
８
号　

平
成
30
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
可
決
）　　
　
　

陳
情
第
２
号　

国
民
保
養
セ
ン

タ
ー
鹿
島
荘
「
温
水
の
下
水
道

料
金
の
徴
収
」
に
関
す
る
陳
情

（
不
採
択
）

陳
情
第
５
号　

次
期
ご
み
処
理

施
設
の
処
理
方
式
選
定
に
関
す

る
陳
情
（
不
採
択
）
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予
想
さ
れ
る
。

質　

焼
却
残
渣
の
受
け
入
れ
に
つ

い
て
、北
茨
城
市
と
銚
子
市
か
ら
は
、

正
確
に
あ
と
何
年
は
大
丈
夫
と
い
う

提
示
が
あ
る
か
。

答　

銚
子
市
に
つ
い
て
は
、
今
年
度

の
契
約
時
に
平
成
31
年
度
末
を
目
途

に
次
の
最
終
処
分
場
の
選
定
を
開
始

し
て
ほ
し
い
と
の
お
話
が
あ
り
、
北

茨
城
市
に
つ
い
て
は
、
当
面
の
残
余

量
に
問
題
は
な
く
、
ま
だ
10
年
以
上

は
大
丈
夫
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

議
案
第
１
号　

四
街
道
市
指
定
居
宅

教
育
民
生

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
介
護
保
険
法

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
指
定
居
宅
介

護
支
援
等
の
事
業
の
人
員
及
び
運
営

の
基
準
等
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を

定
め
る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

の
指
定
権
限
が
移
譲
さ
れ
る
こ
と
に

伴
い
基
準
等
を
定
め
る
条
例
が
10
月

１
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
、
事
業
者
等
へ
の
周
知
は
、
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

厚
生
労
働
省
令
に
よ
り
条
例

第
16
条
第
20
号
の
規
定
が
10
月
１
日

か
ら
施
行
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
こ
と

を
含
め
、
条
例
制
定
の
情
報
を
事
業

者
や
市
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
協
議
会
等

へ
提
供
し
周
知
に
努
め
て
い
く
。

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
市
民
の
歯
と

口
腔
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
し
、
生
涯

に
わ
た
る
健
康
の
保
持
増
進
に
寄
与
す

る
た
め
、
歯
と
口
腔
の
健
康
づ
く
り
の

推
進
に
関
す
る
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進

す
る
計
画
と
は
、具
体
的
に
は
何
か
。

答　

条
例
で
規
定
す
る
基
本
計
画

は
、
第
２
次
健
康
四
街
道
21
プ
ラ
ン

の
中
で
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
歯
科

口
腔
保
健
推
進
計
画
で
あ
る
。

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
大
日
小
こ
ど

も
ル
ー
ム
の
利
用
者
の
増
加
に
伴
い
、

こ
ど
も
ル
ー
ム
を
増
設
す
る
た
め
提
案

す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

増
設
さ
れ
る
大
日
小
す
み
れ 

こ
ど
も
ル
ー
ム
の
定
員
は
何
名
か
。

答　

定
員
は
40
名
で
あ
る
。

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
地
方
税
法
施

行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
基
礎
課
税

額
の
限
度
額
を
改
定
す
る
た
め
提
案

す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

基
礎
課
税
額
を
54
万
円
か
ら

58
万
円
に
引
き
上
げ
る
影
響
は
、
ど

の
く
ら
い
か
。

答　

対
象
世
帯
数
の
見
込
み
は

２
８
０
世
帯
か
ら
３
０
０
世
帯
程

度
、
税
収
額
は
、
調
定
ベ
ー
ス
で
は

１
２
０
０
万
円
、
収
入
ベ
ー
ス
で
は

１
０
０
０
万
円
程
度
の
税
収
額
を
見

込
ん
で
い
る
。

<

教
育
民
生
常
任
委
員
会
所
管
事
項>

質　

私
立
保
育
園
運
営
費
等
補
助

事
業
の
保
育
対
策
総
合
支
援
事
業
費

補
助
金
３
０
０
万
円
に
つ
い
て
詳
細

な
説
明
を
。

答　

市
内
の
私
立
保
育
園
の
業
務

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
係
る
補
助
金
と
し
て
保

育
の
記
録
や
登
園
管
理
等
の
機
能
が

備
わ
っ
て
い
る
シ
ス
テ
ム
、
パ
ソ
コ

ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
購
入
経
費
を
、

１
園
１
０
０
万
円
を
上
限
に
補
助
す

る
も
の
で
、
国
２
分
の
１
、
市
４
分

の
１
の
補
助
金
合
計
75
万
円
を
４
園

分
計
上
し
た
も
の
で
あ
る
。

【
提
案
理
由
】
補
正
の
内
容
は
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
27
万
円
を
追
加
し
、
歳
入
歳

出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

れ
92
億
５
７
６
７
万
円
と
す
る
も
の
で

あ
る
。

債
務
負
担
行
為
に
つ
い
て
は
、
集
団
特

定
健
診
・
健
康
診
査
等
業
務
委
託
１
件

を
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

内
部
管
理
事
業
の
国
保
事
業

報
告
シ
ス
テ
ム
改
修
委
託
料
27
万
円

に
つ
い
て
、
改
修
す
る
シ
ス
テ
ム
の

説
明
を
。

答　

国
保
事
業
報
告
シ
ス
テ
ム
は
、

千
葉
県
下
市
町
村
統
一
シ
ス
テ
ム
で
、

被
保
険
者
の
増
減
や
保
険
税
額
の
徴

収
状
況
に
つ
い
て
、
千
葉
県
へ
報
告

す
る
電
算
集
計
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
。

議
案
第
２
号　

四
街
道
市
歯
と

口
腔
の
健
康
づ
く
り
推
進
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
（
可
決
）

議
案
第
８
号　

平
成
30
年
度
四

街
道
市
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
可
決
）

議
案
第
６
号　

四
街
道
市
国
民

健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

議
案
第
５
号　

四
街
道
市
こ
ど

も
ル
ー
ム
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
）

議
案
第
９
号　

平
成
30
年
度
四

街
道
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
可
決
）

陳
情
第
６
号　

四
街
道
市
の
焼

却
残
渣
最
終
処
分
場
に
関
す
る

陳
情
（
不
採
択
）

議
案
第
１
号　

四
街
道
市
指
定

居
宅
介
護
支
援
等
の
事
業
の
人

員
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
（
可
決
）
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【
提
案
理
由
】
補
正
の
内
容
は
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳

出
そ
れ
ぞ
れ
１
億
４
９
１
６
万
２
千

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

59
億
８
６
１
６
万
２
千
円
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

質　

認
知
症
総
合
支
援
事
業
委
託

料
95
万
１
千
円
に
つ
い
て
、
現
状
と

増
額
理
由
の
説
明
を
。

答　

認
知
症
初
期
集
中
支
援
チ
ー

ム
は
、
７
月
末
現
在
に
お
い
て
９
件

の
相
談
が
あ
っ
た
。
増
額
理
由
は
、

担
当
者
の
厚
生
年
金
保
険
料
分
の
不

足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
で
あ
る
。

【
提
案
理
由
】
補
正
の
内
容
は
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
６
５
７
万
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
を
歳
入
歳
出
そ

れ
ぞ
れ
12
億
６
４
４
７
万
円
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

質　

職
員
１
名
増
の
理
由
に
つ
い

て
説
明
を
。

答　

例
年
の
被
保
険
者
数
の
増
加

に
比
例
し
た
事
務
業
務
量
の
増
加
を

担
当
者
の
時
間
外
勤
務
で
対
応
し
て

き
た
が
、
職
員
の
負
担
軽
減
の
観
点

か
ら
１
名
増
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

質　

千
葉
市
公
民
館
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の
見
解
は
。

答　

説
明
会
の
資
料
は
、
近
隣
市
に

お
い
て
使
用
料
を
定
め
て
い
る
と
こ

ろ
の
金
額
と
比
較
す
る
た
め
記
載
し

た
も
の
で
あ
る
。

質　

温
水
管
の
漏
水
に
つ
い
て
、
掘

削
し
て
確
認
し
な
い
理
由
は
。

答　

温
水
管
の
漏
水
の
確
認
に
つ

い
て
は
、
赤
外
線
カ
メ
ラ
調
査
に
よ

り
漏
水
箇
所
の
特
定
が
で
き
る
た

め
、
掘
削
費
用
を
勘
案
し
、
掘
削
し

て
い
な
い
。
ま
た
、
掘
削
補
修
し
な

い
で
閉
鎖
し
た
理
由
は
、
温
水
管
の

老
朽
化
に
よ
る
た
め
で
あ
る
。

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
市
議
会
議
員

の
議
員
報
酬
月
額
、
期
末
手
当
の
額
を

一
定
期
間
減
額
す
る
た
め
、
提
案
す
る

も
の
で
あ
る
。

質　

特
例
期
間
が
平
成
32
年
２
月

末
ま
で
と
、
現
議
員
の
任
期
で
あ
る

３
月
９
日
と
は
ズ
レ
て
い
る
が
、
理

由
は
何
か
。

答　

３
月
１
日
か
ら
９
日
ま
で
の

期
間
分
に
つ
い
て
は
、
支
給
に
関
し

て
、
日
割
計
算
を
要
す
る
た
め
、
２

月
末
ま
で
の
期
間
と
し
た
。

質　

こ
の
条
例
に
よ
る
議
員
報
酬

等
の
削
減
は
、
ど
の
く
ら
い
の
金
額

と
な
る
の
か
。

答　

21
人
の
議
員
報
酬
等
の
17
か

月
分
合
計
で
、
約
１
１
０
０
万
円
弱

と
見
込
ん
で
い
る
。

【
提
案
理
由
】
本
案
は
、
四
街
道
市
議

会
議
員
の
議
員
定
数
を
削
減
す
る
た

め
、
提
案
す
る
も
の
で
あ
る
。

質　

22
人
を
20
人
の
定
員
へ
と
２

人
削
減
す
る
理
由
は
何
か
。

答　

２
人
の
定
員
削
減
に
よ
り
、
経

費
が
年
間
で
約
１
４
０
０
万
円
削
減

で
き
る
た
め
で
あ
る
。

質　

幅
広
い
市
民
の
声
や
要
望
を

市
に
提
案
し
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る

と
い
う
議
員
の
責
務
・
責
任
に
つ
い

て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
20
人
が
妥
当
と
考
え
る
理
由

は
何
か
。

答　

市
民
の
声
を
取
り
上
げ
る
こ

と
は
大
切
と
考
え
て
い
る
が
、
当
市

の
議
員
数
は
、
人
口
割
で
約
４
千
人

に
１
人
で
あ
り
、
２
人
削
減
し
た
20

人
で
あ
っ
て
も
、
千
葉
市
や
八
千
代

市
な
ど
よ
り
十
分
な
議
員
数
で
あ
る

と
考
え
、
20
人
で
提
案
し
た
。

※
発
議
案
の
質
疑
に
対
す
る
答
弁

は
、
提
出
者
の
答
弁
を
要
約
し
た
も

の
で
す
。

（
主
な
意
見
の
要
約
）

　

本
陳
情
の
意
図
は
、
平
成
25
年
の

議
会
基
本
条
例
の
制
定
自
体
を
第
１

歩
と
し
、
評
価
と
改
善
の
仕
組
み
づ

く
り
を
求
め
る
も
の
と
認
識
し
た
。

た
だ
し
、
定
例
会
議
閉
会
の
都
度
と

い
う
こ
と
は
難
し
い
。

議
案
第
10
号　

平
成
30
年
度
四

街
道
市
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
号
）（
可
決
）

議
案
第
11
号　

平
成
30
年
度
四

街
道
市
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）（
可
決
）

陳
情
第
３
号　

公
民
館
利
用
者

団
体
代
表
者
説
明
会
「
説
明
資

料
に
お
け
る
近
隣
市
と
の
比
較

の
中
に
、
千
葉
市
公
民
館
が
記

載
さ
れ
な
い
の
は
、
公
正
で
あ

る
と
は
言
い
難
い
で
す
。
使

用
料
の
算
定
を
再
検
討
す
る
。」

に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）

陳
情
第
８
号　

国
民
保
養
セ
ン

タ
ー
鹿
島
荘
の
浴
場
廃
止
に
つ

い
て
「
廃
止
理
由
の
訂
正
」
に
関

す
る
陳
情
（
不
採
択
）

発
議
案
第
１
号　

四
街
道
市
議

会
議
員
の
議
員
報
酬
の
特
例
に

関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
可
決
） 議

会
運
営

発
議
案
第
２
号　

四
街
道
市
議

会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

（
否
決
）

陳
情
第
７
号　

議
会
基
本
条
例

に
関
す
る
陳
情
（
不
採
択
）
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番　号 議　案　名
結　
　

果

阿
部
百
合
子

津
島　

秀
樹

大
越
登
美
子

西
塚　

義
尊

成
田　

芳
律

栗
原　

愛
子

関
根
登
志
夫

中
島　

康
一

栗
原　

直
也

坂
本　

弘
毅

大
谷　

順
子

清
水　

清
子

　

岡
田　

哲
明

※
戸
田
由
紀
子

石
山　

健
作

山
本　

裕
嗣

森
本　

次
郎

高
橋　

絹
子

長
谷
川
清
和

阿
部　

治
夫

清
宮　

一
義

議　案 
第 1 号

四街道市指定居宅介護支援等の事業の
人員及び運営に関する基準等を定める
条例の制定について

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 2 号

四街道市歯と口腔の健康づくり推進条
例の制定について

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 3 号

四街道市議会議員及び四街道市長の選
挙における選挙運動の公費負担に関す
る条例の一部を改正する条例の制定に
ついて

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 4 号

四街道市土砂等の埋立て等による土壌
の汚染及び災害の発生の防止に関する
条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 5 号

四街道市こどもルーム条例の一部を改
正する条例の制定について

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 6 号

四街道市国民健康保険税条例の一部を
改正する条例の制定について

原案可決 
（賛成多数）× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 7 号

損害賠償の額を定め和解することにつ
いて

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 8 号

平成３０年度四街道市一般会計補正予
算（第３号）　※修正案含む。

修正可決 
（賛成多数）× × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 9 号

平成３０年度四街道市国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）

原案可決 
（賛成多数）○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 10 号

平成３０年度四街道市介護保険特別会
計補正予算（第１号）

原案可決 
（賛成多数）× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 11 号

平成３０年度四街道市後期高齢者医療
特別会計補正予算（第１号）

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 12 号

平成２９年度四街道市一般会計歳入歳
出決算の認定について

原案認定 
（賛成多数）× × × ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 13 号

平成２９年度四街道市国民健康保険特
別会計歳入歳出決算の認定について

原案認定 
（賛成多数）× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 14 号

平成２９年度四街道市霊園事業特別会
計歳入歳出決算の認定について

原案認定 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 15 号

平成２９年度四街道市介護保険特別会
計歳入歳出決算の認定について

原案認定 
（賛成多数）× × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 16 号

平成２９年度四街道市後期高齢者医療
特別会計歳入歳出決算の認定について

原案認定 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 17 号

平成２９年度四街道市水道事業会計剰
余金の処分及び決算の認定について

原案可決 
及び認定 

（全員賛成）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議　案 
第 18 号

平成２９年度四街道市下水道事業会計
剰余金の処分及び決算の認定について

原案可決 
及び認定 

（全員賛成）
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案 
第 1 号

四街道市議会議員の議員報酬の特例に
関する条例の制定について

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案 
第 2 号

四街道市議会議員定数条例の一部を改
正する条例の制定について

原案否決 
（可否同数）× × ○ ○ × × × ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ ○ × × ×

発議案 
第 3 号

義務教育費国庫負担制度の堅持に関す
る意見書の提出について

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議案 
第 4 号

国における平成３１年度教育予算拡充
に関する意見書の提出について

原案可決 
（全員賛成）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳　情 
第 2 号

国民保養センター鹿島荘「温水の下水
道料金の徴収」に関する陳情

不採択 
（賛成少数）○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × × × × × × × ×

陳　情 
第 3 号

公民館利用者団体代表者説明会「説明資料
における近隣市との比較の中に、千葉市公
民館が記載されないのは、公正であるとは
言い難いです。使用料の算定を再検討す
る。」に関する陳情

不採択 
（賛成少数）○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

陳　情 
第 4 号 四街道市庁舎に関する陳情 不採択 

（賛成少数）○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × × × × × × ×

陳　情 
第 5 号

次期ごみ処理施設の処理方式選定に関
する陳情

不採択 
（賛成少数）○ ○ × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

陳　情 
第 6 号

四街道市の焼却残渣最終処分場に関す
る陳情

不採択 
（賛成少数）○ ○ ○ × × × × × ○ × ○ × × × × × × × × ×

陳　情 
第 7 号 議会基本条例に関する陳情 不採択 

（賛成少数）○ ○ ○ × × × × × × ○ ○ × × × ○ ○ × × × ×

陳　情 
第 8 号

国民保養センター鹿島荘の浴場廃止につ
いて「廃止理由の訂正」に関する陳情

不採択 
（賛成少数）○ ○ ○ × × × × × × × ○ × × × × × × × × ×

※議長（戸田由紀子）は、採決には加わりません。なお、可否同数の場合は議長が裁決します。

平成 30 年第 3 回（9 月）定例会議決結果一覧
○：賛成　×：反対　退：退席　
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　第３回定例会では９月６日から７日、１０日から１３日までの６日間、１５人の議員による一般
質問が行われました。この中から質問項目を要約して掲載します。
　詳しくは、市立図書館、市役所本館２階の情報公開室に設置の会議録、または市議会
ホームページの会議録検索（第３回定例会分は１１月下旬公開予定）でご覧いただけます。
　各議員が行った質問については、紙面の都合により、一部だけを掲載しました。

市ホームページアドレス：http://www.city.yotsukaido.chiba.jp/shigikai/index.html/

一　般　質　問
                  

魅
力
あ
る
四
街
道
に
向
け
て

坂
本
弘
毅
議
員

問　

１
年
間
の
市
内
全
体
に
お
け
る
小
学
校
プ
ー

ル
管
理
・
運
営
コ
ス
ト
は
ど
の
位
か
か
っ
て
い
る
か
。

ま
た
今
後
施
設
の
老
朽
化
に
対
す
る
取
り
組
み
は
あ

る
か
。

答　

管
理
運
営
費
は
、
過
去
３
年
間
の
水
道
料
や

点
検
委
託
費
等
の
平
均
値
に
昨
年
度
の
修
繕
費
及
び

工
事
請
負
費
を
合
算
す
る
と
、
年
間
概
ね
５
０
０
万

円
で
あ
る
。
プ
ー
ル
施
設
は
、
経
年
劣
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
計
画
的
に
改
修
等
を
実
施
し
、
水

泳
授
業
が
安
全
か
つ
円
滑
に
行
え
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

問　

水
泳
授
業
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
や
管
理
・

運
営
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
た
め
に
も
民
間
委
託
や
市

内
に
２
カ
所
あ
る
公
営
プ
ー
ル
を
有
効
活
用
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答　

民
間
委
託
等
も
含
め
検
討
し
て
い
く
。

問　

全
国
的
に
も
猛
暑
日
が
続
い
た
が
各
小
中
学

校
へ
の
特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
べ
き
と

思
う
が
ど
う
か
。

答　

校
舎
の
大
規
模
改
造
事
業
の
実
施
に
あ
わ
せ

て
設
置
す
る
な
ど
、
整
備
を
進
め
る
。

問　

市
内
で
の
防
災
無
線
難
聴
地
域
に
つ
い
て
現

状
把
握
は
し
て
い
る
か
。
ま
た
災
害
時
に
は
重
要
な

情
報
網
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
も
早
急
に
調
査
し

対
応
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

拡
声
子
局
の
デ
ジ
タ
ル
化
工
事
の
際
、
音
響

伝
搬
調
査
等
を
行
い
子
局
の
増
設
を
し
た
。
ま
た
住

戸
増
加
に
対
し
子
局
増
設
や
音
量
調
整
等
で
、
難
聴

地
域
解
消
に
努
め
て
い
る
。

認
知
症
を
予
防
し
健
康
寿
命
を

全
う
す
る
た
め
に栗

原
愛
子
議
員

問　

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
及
び
介
護
保
険
事
業

第
７
期
計
画
の
中
で
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の

機
能
強
化
」
の
施
策
を
あ
げ
て
い
る
が
そ
の
詳
し
い

内
容
を
伺
う
。

答　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
相
対
的
な
評
価
が

可
能
と
な
る
自
己
評
価
制
度
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
の

で
、
平
成
30
年
度
か
ら
導
入
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、

市
民
か
ら
の
相
談
に
迅
速
に
対
応
し
、
課
題
の
発
見

や
機
能
強
化
に
つ
な
げ
て
い
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

認
知
症
予
防
の
講
座
は
、
ど
の
よ
う
な
内
容

で
、
い
つ
ど
こ
で
開
催
さ
れ
る
の
か
。

答　

従
来
か
ら
の
講
座
を
引
き
続
き
行
う
と
と
も

に
、
本
年
度
か
ら
認
知
機
能
の
向
上
や
、
生
活
習
慣

の
改
善
に
重
点
を
置
い
た
「
動
い
て
笑
っ
て
認
知
症

予
防
」
と
い
う
講
座
を
14
コ
ー
ス
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
に
「
認
知

症
予
防
の
た
め
の
フ
ァ
イ
ブ
・
コ
グ
検
査
」
を
追
加

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
ど
の
よ
う
な
方

で
、
本
市
に
は
何
名
い
る
の
か
。

答　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
は
、
医
師
や
保
健

師
、
社
会
福
祉
士
等
の
者
の
う
ち
、
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
研
修
を
受
講
し
た
人
が
な
る
こ
と
が
で

き
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
４
名
い
る
。

問　

成
年
後
見
制
度
は
大
き
く
分
け
る
と
「
法
定

後
見
」「
任
意
後
見
」
が
あ
る
。
こ
の
制
度
の
周
知

方
法
を
伺
う
。

答　

成
年
後
見
制
度
の
周
知
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
掲
載
、
生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
や
消

費
生
活
講
座
等
で
お
知
ら
せ
を
し
て
い
る
。
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街
づ
く
り
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
い
か
に

大
越
登
美
子
議
員

問　

平
成
９
年
供
用
開
始
の
鷹
の
台
サ
ー
ビ
ス

コ
ー
ナ
ー
は
、
今
後
ど
う
充
実
が
図
ら
れ
る
の
か
。

答　

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス
の
開
始
に
向
け
た

検
討
を
進
め
て
お
り
、
導
入
後
は
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
証
明
書
等
の
発
行
が
可
能
と
な

る
。
導
入
に
伴
い
鷹
の
台
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
等
は

平
成
32
年
度
末
に
終
了
を
予
定
し
て
い
る
。

問　

鷹
の
台
公
共
用
地
に
つ
い
て
、
住
民
要
望
で

あ
る
施
設
の
検
討
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

ご
要
望
の
複
合
施
設
は
、
様
々
な
機
能
を
有

す
る
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、関
係
部
署
に
お
い
て
、

内
容
を
精
査
す
る
と
と
も
に
、
具
体
的
な
要
望
内
容

の
把
握
等
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。

問　

次
期
ご
み
処
理
施
設
の
余
熱
利
用
は
温
浴
施

設
を
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
今
後
温
水
プ
ー
ル
は
ど

う
な
る
の
か
。

答　

四
街
道
市
温
水
プ
ー
ル
は
余
熱
利
用
施
設
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
余
熱

供
給
の
停
止
に
伴
う
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
証

を
行
っ
て
い
く
。

問　

本
市
は
最
終
処
分
場
を
持
っ
て
お
ら
ず
、
現

状
と
２
つ
の
他
市
と
の
協
定
は
あ
る
の
か
伺
う
。
今

後
、
早
急
に
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答　

銚
子
市
と
北
茨
城
市
の
事
業
者
の
２
つ
の
最

終
処
分
場
の
う
ち
、
北
茨
城
市
と
は
協
定
書
を
取
り

交
わ
し
て
い
る
。
今
後
の
最
終
処
分
場
の
選
定
に
つ

い
て
は
長
期
的
且
つ
安
定
継
続
で
き
る
候
補
地
の
情

報
収
集
に
努
め
て
い
る
。

問
題
だ
ら
け
の
ご
み
問
題

大
谷
順
子
議
員

問　

吉
岡
の
次
期
ご
み
処
理
施
設
用
地
の
残
土
埋

立
て
も
完
了
せ
ず
、
隣
接
地
主
と
の
交
換
契
約
も
終

了
し
な
い
ま
ま
、
ご
み
処
理
施
設
の
造
成
を
行
っ
て

も
問
題
な
い
の
か
。

答　

分
筆
及
び
所
有
権
移
転
登
記
が
完
了
し
て
お

り
、
全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
管
理
上
、
並
行
し
て
行

う
べ
き
と
捉
え
て
い
る
。

問　

ご
み
処
理
施
設
内
に
建
設
さ
れ
る
温
浴
施
設

等
は
５
億
円
以
上
だ
と
思
う
が
、
ご
み
処
理
施
設
と

そ
の
附
帯
施
設
は
同
時
期
に
開
所
予
定
か
。

答　

総
合
計
画
へ
の
位
置
づ
け
を
し
て
か
ら
と
考

え
て
お
り
、
同
時
期
と
は
捉
え
て
い
な
い
。

問　

ご
み
の
有
料
化
こ
そ
市
民
の
意
見
を
聞
く
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
い

か
が
か
。

答　

平
成
28
年
度
策
定
の
四
街
道
市
一
般
廃
棄
物

処
理
計
画
で
、
家
庭
系
ご
み
処
理
手
数
料
制
度
に
つ

い
て
、
平
成
32
年
度
の
導
入
を
位
置
づ
け
、
市
民
参

加
手
続
を
実
施
し
て
い
る
。
改
め
て
、
制
度
に
係
る

市
民
参
加
手
続
は
考
え
て
い
な
い
が
、
説
明
会
や

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
等
の
機
会
で
周
知
、
啓
発
に
努
め

て
い
き
た
い
。

問　

ご
み
有
料
化
の
目
的
は
可
燃
ご
み
の
減
量
、

可
燃
ご
み
の
中
に
含
ま
れ
る
生
ご
み
減
量
の
た
め

に
、
生
ご
み
減
量
化
容
器
の
補
助
金
を
再
開
す
る
つ

も
り
は
な
い
か
。

答　

再
開
の
予
定
は
な
い
が
、
生
ご
み
の
減
量
化

の
取
り
組
み
と
し
て
、
昨
年
度
か
ら
モ
ニ
タ
ー
事
業

と
し
て
実
施
し
て
い
る
Ｅ
Ｍ
菌
に
よ
る
堆
肥
化
を
、

市
民
の
皆
様
個
々
の
取
り
組
み
と
し
て
広
げ
る
べ

く
、
啓
発
し
て
い
く
。

市
長
の
政
治
姿
勢
を
問
う

阿
部
治
夫
議
員

行
財
政
改
革
の
推
進
に
関
す
る
提
言

問　
「
市
単
独
の
補
助
金
や
扶
助
費
等
」
で
、
見
直

す
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
対
象
に
な
っ
て
い
る

の
か
伺
う
。

答　

補
助
金
の
原
則
３
年
ご
と
の
見
直
し
を
継
続

す
る
と
と
も
に
、
支
出
目
的
が
達
成
さ
れ
た
も
の
、

支
出
の
必
要
性
が
薄
れ
て
き
た
も
の
、
効
果
が
見
込

め
な
く
な
っ
た
も
の
な
ど
に
つ
い
て
を
見
直
し
の
対

象
と
し
て
い
る
。

問　

子
ど
も
医
療
費
の
自
己
負
担
基
準
の
見
直
し

で
医
療
費
の
増
加
傾
向
が
ど
の
程
度
抑
制
で
き
る
の

か
伺
う
。

答　

自
己
負
担
基
準
の
見
直
し
に
よ
る
削
減
額
は
、

年
間
で
約
４
８
０
０
万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。

問　

市
税
等
の
収
納
率
の
向
上
で
「
県
平
均
収
納

率
を
上
回
る
よ
う
、
更
な
る
収
納
体
制
の
強
化
を
図

る
」
と
あ
る
が
、
そ
の
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

収
納
対
策
の
基
本
で
あ
る
早
期
完
納
に
向
け

た
取
り
組
み
を
徹
底
し
て
行
い
、
高
額
・
困
難
な
滞

納
案
件
に
つ
い
て
は
、
預
貯
金
等
の
財
産
の
調
査
、

差
し
押
え
に
加
え
、
公
売
の
執
行
な
ど
の
滞
納
処
分

を
迅
速
に
執
行
し
、
滞
納
額
を
圧
縮
す
る
こ
と
に
よ

り
、
着
実
な
収
納
率
の
向
上
を
図
る
。
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子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
為
に

森
本
次
郎
議
員

問　

ふ
る
さ
と
納
税
は
、
昨
年
全
国
で
３
６
５
３
億

円
、
自
治
体
あ
た
り
約
２
億
円
で
あ
る
。
当
市
の
実

績
は
約
６
０
０
万
円
弱
だ
が
、
全
国
平
均
を
目
指
し

た
取
組
み
を
す
べ
き
で
は
。

答　

こ
れ
ま
で
も
体
験
チ
ケ
ッ
ト
や
市
内
飲
食
店

の
食
事
券
等
の
メ
ニ
ュ
ー
を
追
加
す
る
な
ど
、
拡
充

に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
の
で
、
ふ
る
さ
と
寄
附
の

趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
ま
で
以
上
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

問　

９
月
の
補
正
予
算
で
八
木
原
小
の
プ
ー
ル
壁

を
改
修
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
四
和
小
の
ブ
ロ
ッ
ク

塀
改
修
も
早
期
に
で
き
な
い
か
。

答　

四
和
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
は
、
改
善
経

費
が
高
額
に
な
る
と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
来
年

度
以
降
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

問　

我
が
国
の
１
人
当
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
25
位
ま
で
後

退
し
、
米
国
へ
の
留
学
生
も
、
１
位
の
中
国
27
万
人

に
対
し
て
、
ベ
ト
ナ
ム
よ
り
少
な
い
２
万
人
弱
で
８

位
。
こ
の
国
の
未
来
の
為
に
、
若
い
世
代
の
留
学
を

強
力
に
推
進
し
て
欲
し
い
が
ど
う
か
。

答　

こ
れ
か
ら
も
英
語
教
育
を
推
進
し
て
い
く
。

問　

放
置
自
転
車
を
、
公
益
財
団
の
支
援
措
置
を

活
用
し
て
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
な
ど
発
展
途
上
国
に
供
与

で
き
な
い
か
。

答　

公
益
財
団
法
人
自
転
車
駐
車
場
整
備
セ
ン

タ
ー
の
海
外
供
与
事
業
を
確
認
し
、
本
市
の
処
分
の

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

 

教
科
書
採
択
会
議
・
審
議
会
な
ど

基
本
は
「
公
開
」
で阿部

百
合
子
議
員

問　

教
科
書
採
択
の
内
容
を
少
し
で
も
早
く
公
開

で
き
る
よ
う
印
旛
地
区
内
で
最
後
の
町
が
終
了
し
た

時
点
で
公
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
い
か
が
か
。

答　

教
科
用
図
書
印
旛
採
択
地
区
協
議
会
要
項
に

基
づ
き
、
公
開
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
公
開
し
て
い

る
。

問　

教
科
書
採
択
協
議
会
参
加
の
教
員
代
表
１
人

は
、
ほ
か
の
教
員
の
意
見
を
も
っ
て
参
加
で
き
る
仕

組
み
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

文
部
科
学
省
及
び
県
教
育
委
員
会
の
通
知
に

よ
り
、
外
部
か
ら
の
あ
ら
ゆ
る
働
き
か
け
に
左
右
さ

れ
る
こ
と
な
く
、
静
ひ
つ
な
環
境
を
確
保
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
８
月
31
日
ま
で
は

印
旛
採
択
地
区
協
議
会
委
員
を
公
開
し
て
い
な
い
。

問　

子
ど
も
の
医
療
費
の
基
準
見
直
し
で
一
部
有

料
化
を
考
え
て
い
る
と
い
う
６
月
答
弁
だ
っ
た
が
、

子
育
て
世
帯
に
ど
ん
な
方
法
で
お
知
ら
せ
や
聞
き
取

り
を
実
施
す
る
の
か
。

答　

自
己
負
担
の
見
直
し
が
正
式
に
決
定
し
た
ら
、

市
政
だ
よ
り
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の
ほ

か
、
市
役
所
窓
口
や
医
療
機
関
を
通
じ
た
チ
ラ
シ
配

布
な
ど
に
よ
り
周
知
を
行
う
。

問　

今
議
会
に
陳
情
と
し
て
、「
公
民
館
有
料
化
の

説
明
会
で
、
現
在
無
料
の
千
葉
市
の
こ
と
が
な
ぜ
比

較
資
料
と
し
て
出
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
？
」
と
い
う

内
容
で
出
さ
れ
て
い
る
。
印
旛
郡
市
の
多
く
が
有
料

だ
と
強
調
し
た
い
が
た
め
に
、
千
葉
市
の
無
料
の
こ

と
は
出
さ
な
か
っ
た
の
か
伺
う
。

答　

使
用
料
を
徴
収
す
る
近
隣
市
と
の
比
較
と
し

て
、
佐
倉
市
と
印
西
市
を
掲
載
し
た
も
の
で
、
そ
の

２
市
と
の
金
額
の
差
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

 

問　

次
期
ご
み
焼
却
施
設
建
設
に
向
け
て
様
々
な

問
題
が
顕
著
化
し
て
い
る
。
予
定
地
の
窪
地
解
消
工

事
が
未
完
成
、数
年
後
に
満
杯
に
な
る
最
終
処
分
場
、

検
出
さ
れ
た
高
濃
度
の
有
害
物
質
フ
ッ
素
対
策
等
、

問
題
が
山
積
み
だ
が
ど
う
解
決
す
る
の
か
。

答　

窪
地
解
消
工
事
に
つ
い
て
は
、
工
事
施
工
者

に
対
し
早
期
完
了
を
要
請
し
て
い
く
。
今
後
の
最
終

処
分
場
の
選
定
に
つ
い
て
は
長
期
的
か
つ
安
定
継
続

で
き
る
候
補
地
の
情
報
収
集
に
努
め
て
い
る
。
フ
ッ

素
に
つ
い
て
は
、
土
壌
汚
染
対
策
法
に
基
づ
き
土
壌

調
査
を
行
っ
て
い
る
。

問　

新
庁
舎
建
設
費
の
見
積
も
り
が
大
幅
に
増
額

さ
れ
、
当
初
の
38
億
円
が
48
億
円
、
今
度
は
56
億
円

だ
と
い
う
。
市
民
は
納
得
で
き
な
い
と
思
う
。
災
害

時
の
非
常
用
電
源
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答　

非
常
用
電
源
は
72
時
間
対
応
で
き
る
設
計
と

し
て
い
る
。

問　

八
ッ
場
ダ
ム
と
霞
ヶ
浦
導
水
事
業
の
完
成
後
、

四
街
道
自
慢
の
「
安
全
で
お
い
し
い
水
」
が
心
配
で

あ
る
。
水
道
料
金
の
値
上
げ
は
あ
る
の
か
。

答　

受
水
費
の
増
加
が
料
金
に
与
え
る
影
響
度
も

踏
ま
え
て
今
後
の
施
策
の
推
進
や
給
水
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
す
る
観
点
も
含
め
、
総
合
的
に
検
証
し
、
適
切

に
対
応
す
る
。

問　

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
多
く
の
市
民
は

不
安
を
感
じ
て
い
る
。
市
民
の
命
と
安
全
を
守
る
立

場
の
市
長
と
し
て
再
稼
動
を
ど
う
考
え
る
か
。

答　

再
稼
動
に
あ
た
っ
て
は
、
周
辺
自
治
体
等
と

事
業
者
が
締
結
し
た
協
定
に
基
づ
き
、
周
辺
自
治
体

等
の
意
向
が
最
大
限
に
尊
重
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

次
期
ご
み
焼
却
施
設
建
設
の

 

様
々
な
問
題
の
解
決
を
図
れ

津
島
秀
樹
議
員
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中
期
的
な
財
政
見
通
し
の
確
立
を
！

栗
原
直
也
議
員

問　

中
期
的
な
財
政
見
通
し
と
し
て
、
２
０
２
５

年
に
お
け
る
公
債
費
と
市
債
発
行
残
高
、
さ
ら
に
は

基
金
残
高
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

２
０
２
５
年
の
公
債
費
は
約
31
億
円
と
な
り
、

市
債
残
高
は
３
０
０
億
円
程
度
と
な
る
見
込
み
で
あ

る
。
基
金
に
つ
い
て
は
、
公
債
費
が
財
政
運
営
を
圧

迫
し
な
い
よ
う
、健
全
な
財
政
運
営
を
維
持
し
つ
つ
、

残
高
を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

問　

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
市
民

へ
の
対
応
状
況
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
有
無
に
つ
い
て

伺
う
。

答　

現
時
点
で
、
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
、
相

談
等
は
受
け
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
特
段
の
対
応
等

は
行
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
も
作
成

し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

問　

次
期
ご
み
処
理
施
設
用
地
に
お
け
る
土
地
交

換
契
約
に
関
し
て
、
工
事
完
了
前
に
も
か
か
わ
ら
ず

土
地
分
筆
と
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
理
由
を

伺
う
。

答　

分
筆
及
び
所
有
権
移
転
登
記
を
先
行
す
る
こ

と
に
よ
り
、
事
業
が
円
滑
に
進
み
市
に
と
っ
て
有
利

で
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
隣
接
地
権
者
が
応
じ
た
た
め

行
っ
た
。

問　

市
庁
舎
整
備
事
業
に
お
け
る
総
事
業
費
と
交

付
税
総
額
、
さ
ら
に
は
事
業
債
の
償
還
期
間
と
毎
年

の
償
還
額
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

総
事
業
費
は
56
億
円
弱
と
な
る
見
通
し
で
あ

り
、
交
付
税
措
置
額
の
総
額
は
約
８
億
８
０
０
０
万

円
と
な
る
。
事
業
債
の
償
還
期
間
は
20
年
間
で
、
毎

年
の
償
還
額
は
２
億
５
０
０
０
万
円
程
度
と
な
る
見

通
し
で
あ
る
。

教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備

高
橋
絹
子
議
員

　

２
０
２
０
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
学
習

指
導
要
領
に
お
い
て
は
、
小
学
校
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
が
必
修
と
な
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習

活
動
の
充
実
が
図
ら
れ
る
。
そ
の
前
提
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
が
必
要
だ
が
以
下
伺
う
。

問　

普
通
教
室
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
整
備
と
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
接
続
環
境
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答　

普
通
教
室
の
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
は
整
備
し
て
お
り
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
も
可
能
で
あ
る
。

問　

校
務
用
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
完
備
し

て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
か
。

答　

校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
全
小
中

学
校
に
導
入
し
て
い
る
。

問　

教
育
用
Ｐ
Ｃ
の
整
備
が
国
の
目
標
で
は
一
台

当
た
り
の
生
徒
数
が
３
・
６
人
だ
が
、
本
市
は
11
人

以
上
で
県
内
下
位
か
ら
二
番
目
で
あ
る
。
今
後
の
整

備
予
定
は
。

答　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
来
年
度
に
向
け
て

更
新
整
備
を
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
計
画
し
て
い

る
が
、
市
内
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
等
、
情
報
機
器

の
整
備
を
関
係
各
課
と
連
携
し
て
進
め
て
い
く
。

問　

国
の
設
置
目
標
が
１
０
０
％
で
あ
る
電
子
黒

板
を
設
置
し
て
い
る
学
校
は
市
内
に
何
校
あ
る
か
。

答　

電
子
黒
板
の
あ
る
学
校
は
２
校
で
あ
る
。

問　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
の
配
置
も
必
要
と
思
う
が
、

い
か
が
か
。

答　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
市
内
で

は
配
置
さ
れ
て
い
な
い
。

四
街
道
市
の
生
産
緑
地
に
つ
い
て

西
塚
義
尊
議
員

　

市
内
の
生
産
緑
地
の
直
近
の
登
録
状
況
は
。

問　

生
産
緑
地
法
の
改
正
に
よ
っ
て
「
特
定
生
産

緑
地
」
と
し
て
10
年
間
の
指
定
延
長
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、市
内
の
生
産
緑
地
所
有
者
の
人
数
は
。

答　

生
産
緑
地
の
所
有
者
数
に
つ
い
て
は
、
平
成

４
年
の
都
市
計
画
決
定
以
降
、
相
続
さ
れ
た
地
区
も

あ
る
た
め
、
平
成
32
年
度
の
意
向
調
査
に
向
け
、
正

確
な
人
数
を
把
握
す
べ
く
現
在
調
査
中
で
あ
る
。

問　

都
市
農
地
貸
借
法
の
成
立
に
伴
い
、
産
業
振

興
の
観
点
か
ら
も
広
が
り
が
期
待
で
き
る
が
、
市
と

し
て
の
考
え
は
。

答　

優
良
な
農
地
を
保
全
す
る
こ
と
に
よ
り
、
新

鮮
で
安
全
な
農
産
物
の
供
給
の
ほ
か
、
市
民
の
農
作

業
体
験
の
場
と
し
て
も
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
所

有
者
の
意
向
を
十
分
把
握
し
た
上
で
、
対
応
し
て
ま

い
り
た
い
。

問　

生
産
緑
地
の
指
定
期
間
が
終
わ
る
２
０
２
２

年
以
降
に
多
く
の
生
産
緑
地
が
宅
地
と
し
て
活
用
さ

れ
た
場
合
、
固
定
資
産
税
な
ど
の
財
政
面
で
の
収
益

は
ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答　

土
地
の
場
所
や
利
用
状
況
が
不
明
な
段
階
で

は
、
市
全
体
の
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
の
試
算

は
困
難
で
あ
る
が
、
平
成
30
年
度
評
価
額
を
基
に
算

出
す
る
と
、
平
均
的
な
生
産
緑
地
で
、
千
㎡
あ
た
り

約
千
円
だ
っ
た
も
の
が
、
住
宅
用
地
で
約
10
万
円
、

非
住
宅
用
地
で
約
37
万
円
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
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市
内
小
中
学
校
に
設
置
さ
れ
て

い
る
エ
ア
コ
ン
に
つ
い
て

関
根
登
志
夫
議
員

問　

四
街
道
市
で
は
、
全
小
中
学
校
で
エ
ア
コ
ン

が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
効
果
に
つ
い
て
伺
う
。

千
葉
県
内
54
市
町
村
の
内
、
小
中
学
校
の
エ
ア
コ
ン

設
置
率
が
90
％
以
上
な
の
は
、
17
団
体
で
あ
り
、
し

か
も
エ
ア
コ
ン
設
置
に
関
し
て
は
、
施
設
の
耐
震
化

が
優
先
で
あ
っ
た
が
、
四
街
道
市
で
は
早
く
か
ら
耐

震
化
も
完
了
し
て
お
り
、
エ
ア
コ
ン
の
設
置
も
先
行

し
て
実
施
し
て
き
た
こ
と
は
、
児
童
・
生
徒
の
安
心

安
全
が
図
れ
、
評
価
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
事

に
よ
り
、
先
行
投
資
と
し
て
財
政
が
厳
し
く
な
っ
て

い
る
が
、
国
か
ら
の
補
助
率
が
２
分
の
１
に
引
き
上

げ
ら
れ
た
場
合
に
は
、
特
別
教
室
に
も
エ
ア
コ
ン
設

置
を
お
願
い
し
た
い
が
い
か
が
か
。

答　

今
年
の
猛
暑
に
よ
り
空
調
設
備
設
置
に
各
市

が
動
き
出
し
て
い
る
中
、
当
市
に
お
い
て
は
平
成
28

年
６
月
に
全
て
の
普
通
教
室
及
び
特
別
支
援
教
室
に

設
置
し
た
こ
と
か
ら
、
安
全
安
心
で
快
適
な
教
育
環

境
の
も
と
、
児
童
生
徒
の
健
康
に
大
き
な
影
響
も
な

く
、
集
中
し
て
学
習
に
取
り
組
め
て
い
る
。

特
別
教
室
の
空
調
設
備
に
つ
い
て
は
、
児
童
生
徒
の

教
育
環
境
の
向
上
面
か
ら
整
備
の
必
要
性
は
認
識
し

て
い
る
が
、
校
舎
の
大
規
模
改
造
事
業
の
実
施
に
あ

わ
せ
て
設
置
す
る
な
ど
に
よ
り
、
整
備
を
進
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

 

子
育
て
施
策
及
び
学
校
プ
ー
ル
施
設
の

今
後
の
あ
り
方

岡
田
哲
明
議
員

１
．
子
育
て
支
援
の
観
点
よ
り
以
下
伺
う
。

問　

子
ど
も
ル
ー
ム
の
現
状
及
び
経
験
を
積
み
子

供
た
ち
か
ら
も
信
頼
の
あ
る
指
導
員
に
対
す
る
処
遇

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

こ
ど
も
ル
ー
ム
は
全
18
ル
ー
ム
７
１
８
名
が

利
用
中
。
指
導
員
は
89
名
雇
用
し
て
お
り
、
月
給
制

の
指
導
員
に
つ
い
て
は
、
２
％
前
後
の
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
を
継
続
実
施
し
て
い
る
。

問　

子
ど
も
に
対
す
る
虐
待
に
つ
い
て
現
状
を
伺

う
。

答　

平
成
29
年
度
の
児
童
虐
待
受
付
件
数
は

１
９
７
件
で
、
内
訳
は
身
体
的
虐
待
66
件
、
心
理
的

虐
待
85
件
、
保
護
の
怠
慢
・
拒
否
で
あ
る
ネ
グ
レ
ク

ト
が
46
件
で
し
た
。

問　

障
害
の
あ
る
子
供
た
ち
に
対
す
る
支
援
内
容

と
進
学
や
就
職
に
対
す
る
支
援
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

在
宅
の
重
度
障
害
児
に
は
、
障
害
児
福
祉
手

当
等
が
あ
り
、
未
就
学
児
の
早
期
療
養
・
訓
練
に
は

市
児
童
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
「
く
れ
よ
ん
」
が
あ
る
。
進

路
や
就
労
支
援
は
、
市
や
相
談
支
援
事
業
所
に
お
い

て
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

２
．
教
育
関
連
問
題
か
ら
一
点
伺
う
。

問　

経
年
劣
化
し
て
い
る
プ
ー
ル
施
設
に
つ
い
て
、

今
後
膨
大
な
維
持
管
理
費
を
用
意
す
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
民
間
屋
内
プ
ー
ル
業
者
へ
の
児
童
・
生

徒
の
移
動
手
段
を
含
め
た
委
託
に
つ
い
て
、
教
育
委

員
会
の
考
え
を
伺
う
。

答　

水
道
代
や
薬
品
代
等
の
費
用
の
削
減
が
図
ら

れ
る
こ
と
、
施
設
の
維
持
管
理
を
行
う
必
要
が
な
く

な
り
、
教
職
員
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
、
改

修
に
か
か
る
経
費
が
不
要
と
な
る
こ
と
等
の
効
果
が

挙
げ
ら
れ
る
の
で
、
検
討
し
て
い
く
。

豊
か
な
心
を
育
み
学
ぶ
喜
び
を

実
感
で
き
る
ま
ち

清
水
清
子
議
員

問　

中
学
入
学
後
に
新
し
い
環
境
で
の
学
習
や
生

活
に
適
応
出
来
ず
、
不
登
校
や
問
題
行
動
が
見
ら
れ

る
と
い
う
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
の
サ
イ
ン
を
見
逃
さ
な
い

取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

小
中
一
貫
の
観
点
か
ら
、
小
中
学
校
間
の
情

報
交
換
を
行
い
、
小
中
学
校
教
職
員
で
共
通
理
解
を

も
っ
て
指
導
・
支
援
に
あ
た
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

問　

小
中
不
登
校
児
童
・
生
徒
に
つ
い
て
は
青
少

年
育
成
セ
ン
タ
ー
、
教
育
サ
ポ
ー
ト
室
に
お
い
て

２
７
７
件
が
不
登
校
の
相
談
と
あ
る
。
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答　

教
育
サ
ポ
ー
ト
室
と
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

が
連
携
し
て
、
専
門
家
や
関
係
機
関
が
関
わ
り
な
が

ら
、
悩
み
を
抱
え
る
児
童
生
徒
と
そ
の
保
護
者
、
学

校
を
円
滑
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
、
児
童
生
徒
や
保

護
者
の
心
情
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
つ
な
げ
て
い

る
。

問　

生
涯
学
習
の
取
り
組
み
の
う
ち
社
会
教
育
施

設
の
充
実
と
し
て
図
書
館
の
利
用
状
況
と
課
題
に
つ

い
て
伺
う
。

答　

図
書
館
で
は
貸
出
者
数
が
増
加
し
て
い
る
一

方
、貸
出
冊
数
に
減
少
傾
向
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

市
民
要
望
に
応
え
な
が
ら
魅
力
あ
る
蔵
書
収
集
に
よ

り
利
用
促
進
を
図
っ
て
い
く
。

問　

小
規
模
校
（
み
そ
ら
、
旭
、
山
梨
小
学
校
）

の
統
廃
合
の
計
画
に
つ
い
て
児
童
の
人
数
の
推
移
と

ど
の
よ
う
な
視
点
で
計
画
を
立
て
て
い
く
の
か
伺

う
。

答　

各
小
学
校
区
に
居
住
し
て
い
る
０
歳
か
ら
５

歳
児
ま
で
の
数
と
そ
の
平
均
数
を
基
に
学
年
順
に

追
っ
て
推
計
し
、
現
在
適
正
規
模
・
適
正
配
置
の
観

点
で
調
査
・
研
究
を
進
め
て
い
る
。
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・
本
文
は
12
ｐ
ｔ
、
14
文
字
、
30
行
。
ユ
ニ
バ
ー
サ

ル
デ
ザ
イ
ン
丸
ゴ
シ
ッ
ク
体
フ
ォ
ン
ト
。

・
文
末
の
文
体
を
な
る
べ
く
統
一
す
る
。

・
ペ
ー
ジ
数
が
多
く
な
ら
な
い
よ
う
、
討
論
や
報
告

な
ど
に
つ
い
て
趣
旨
の
み
の
掲
載
と
す
る
。

【
所
感
】
委
員
全
員
が
、
積
極
的
に
議
会
だ
よ
り
の

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
成
し
遂
げ
る
と
の
思
い
を
強
く
感

じ
た
。

特
に
、
編
集
委
員
長
の
広
報
に
関
す
る
ス
キ
ル
の
高

さ
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
も
実
感
し
た
。

当
市
議
会
に
お
い
て
も
、
委
員
全
員
が
研
究
・
研
鑚

に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
あ
っ
た
。

⑵
群
馬
県
桐
生
市

議
会
報
告
会
に
つ
い
て

(

議
会
報
告
会)

・
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
８
圏
域
で
報
告
会
を

行
っ
て
い
る
。

・
若
年
層
の
呼
び
込
み
に
力
を
入
れ
て
お
り
近
隣
大

学
学
生
の
参
加
も
見
ら
れ
る
。

・
参
加
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
し
て
お
り
、
回
答
は
市

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
、
各
公
民
館
で
も
紙

ベ
ー
ス
で
フ
ァ
イ
ル
し
て
あ
り
、
希
望
者
は
閲
覧
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

・
開
催
の
告
知
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
活
用
、
区
長
連
絡
協

議
会
で
の
告
知
や
各
団
体
で
の
会
議
に
チ
ラ
シ
を
配

布
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
い
る
。

(

ま
ち
づ
く
り
討
論
会)

・
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
を
「
ま
ち
づ
く
り
討
論

会
」
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。

(

議
会
モ
ニ
タ
ー)

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
６
つ
の
団
体
に
推
薦
依
頼
を
し
て
高

１.

日
程　

平
成
30
年
７
月
18
日
～
19
日

２.

視
察
先　

⑴
沼
田
市　

⑵
桐
生
市

３.

視
察
内
容

⑴
群
馬
県
沼
田
市

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て

30
年
１
月
の
編
集
会
議
で
フ
ル
カ
ラ
ー
化
す
る
こ

と
が
決
定
。

・
表
紙
は
全
面
写
真
と
し
、
シ
ン
プ
ル
な
レ
イ
ア
ウ

ト
に
す
る
。

将
来
の
安
心
に
向
け
て

成
田
芳
律
議
員

問　

受
益
者
負
担
と
財
政
運
営
は
別
物
と
い
う
認

識
で
問
題
な
い
か
伺
う
。

答　

受
益
者
負
担
は
、
公
平
性
の
観
点
か
ら
、
施

設
運
営
に
掛
か
る
経
費
等
の
一
部
を
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
に
ご
負
担
い
た
だ
く
も
の
で
あ
る
。
ご
指
摘
の
と

お
り
、
財
政
運
営
と
は
基
本
的
に
は
別
と
考
え
て
い

る
。

問　

行
財
政
運
営
に
お
い
て
、
お
金
の
使
い
方
が

当
市
の
身
の
丈
に
あ
っ
て
い
る
か
伺
う
。

答　

平
成
29
年
度
決
算
で
は
、
実
質
単
年
度
収
支

が
２
・
５
億
円
の
赤
字
と
な
り
、
２
年
連
続
の
赤
字

と
な
っ
た
。
実
質
単
年
度
収
支
は
年
度
に
よ
っ
て
増

減
が
あ
る
の
で
、
単
年
度
赤
字
自
体
は
必
ず
し
も
問

題
と
は
な
ら
な
い
が
、
歳
出
の
不
足
額
を
基
金
等
で

補
っ
て
い
る
現
実
を
踏
ま
え
、
更
な
る
経
常
収
支
の

改
善
に
努
め
て
い
く
。

問　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
県
内
発
生
状
況
を
伺
う
。

答　

千
葉
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
の
調
査
で
は
、

農
家
か
ら
病
害
虫
に
よ
り
３
割
以
上
減
収
被
害
報
告

が
あ
っ
た
自
治
体
は
、
茂
原
市
、
東
金
市
、
旭
市
な

ど
、
主
に
県
東
部
太
平
洋
側
の
15
の
市
町
で
、
本
市

で
の
発
生
及
び
被
害
の
報
告
は
な
い
。

問　

四
街
道
健
康
ポ
イ
ン
ト
「
よ
つ
も
」
の
状
況

を
伺
う
。

答　

８
月
末
時
点
で
の
応
募
状
況
は
86
名
で
、
女

性
が
７
割
、
60
歳
以
上
の
応
募
が
過
半
数
を
占
め
て

い
る
。
応
募
者
の
７
割
以
上
が
、「
よ
つ
も
」
が
健

康
活
動
に
取
り
組
む
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
回
答
し

て
お
り
一
定
の
効
果
が
得
ら
れ
て
い
る
。

委
員
会
研
修
・

    

行
政
視
察
レ
ポ
ー
ト

広
報
広
聴
特
別
委
員
会

沼田市にて
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当
市
で
も
集
中
豪
雨
は
発
生
し
て
お
り
、
平
均
気

温
が
１
℃
上
昇
す
る
と
、
風
水
害
の
発
生
率
が
約

30
％
上
昇
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
点
の
指
摘
が
な
さ

れ
た
。
そ
の
点
を
踏
ま
え
、
当
市
の
第
１
号
か
ら
第

４
号
ま
で
あ
る
配
備
指
令
及
び
体
制
に
つ
い
て
の
説

明
が
な
さ
れ
た
。

⑷
全
体
を
通
じ
て

　

議
会
と
し
て
、
災
害
発
生
か
ら
復
旧
復
興
ま
で
の

関
わ
り
に
つ
い
て
、
今
後
全
議
員
の
議
論
の
必
要
性

が
あ
る
と
感
じ
た
。「
ま
さ
か
」
か
ら
「
い
つ
か
」

へ
の
意
識
転
換
、
つ
ま
り
、「
い
ま
は
未
災
地
だ
が

い
つ
か
被
災
地
に
な
る
」
と
い
う
備
え
の
重
要
性
を

感
じ
た
。

（
成
田　

芳
律
記
）

講
師
と
し
て
招
き
、
氏
が
当
時
、
浦
安
市
危
機
管
理

監
と
し
て
対
応
さ
れ
た
東
日
本
大
震
災
で
の
経
験

や
、
課
題
等
に
つ
い
て
の
講
話
を
行
っ
た
。

⑴
危
機
管
理
に
お
け
る
課
題

　

災
害
は
忘
れ
ら
れ
る
と
い
う
点
が
あ
る
。
約
３
カ

月
も
す
る
と
、
人
々
の
生
活
か
ら
忘
れ
ら
れ
、
30
年

す
る
と
記
憶
が
途
切
れ
る
。
ま
た
60
年
す
る
と
地
域

が
忘
れ
、
３
０
０
年
経
過
す
る
と
社
会
か
ら
消
え
る

と
い
う
話
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
正
常
性
バ
イ
ア
ス
と

い
う
、
自
身
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
情
報
は
無
視
す

る
傾
向
が
あ
る
事
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

⑵
震
災
へ
の
備
え

　

現
在
は
、
千
年
周
期
巨
大
地
震
と
百
年
周
期
大
地

震
の
重
複
時
期
に
あ
た
る
と
い
う
指
摘
が
な
さ
れ

た
。
８
６
３
年
の
越
中
・
越
後
地
震
が
中
越
地
震
と

対
応
し
、
８
６
９
年
の
肥
後
地
震
が
熊
本
地
震
に
対

応
す
る
等
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
講
師
が
東
日
本
大
震
災
時
に
、
浦
安
市
危

機
管
理
監
と
し
て
対
応
し
た
経
験
の
講
話
が
な
さ
れ

た
。
下
水
道
対
策
を
は
じ
め
、
実
際
に
復
旧
復
興
へ

の
取
組
み
の
際
、
特
に
い
つ
ま
で
に
何
が
で
き
る
か

と
い
う
目
標
を
設
定
す
る
こ
と
が
、
住
民
の
理
解
や

協
力
を
得
る
た
め
に
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ
る
と
い

う
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

　

ま
た
、
熊
本
地
震
の
教
訓
と
し
て
、
災
害
対
策
本

部
が
機
能
し
な
い
時
間
が
生
じ
る
可
能
性
に
つ
い
て

の
言
及
も
な
さ
れ
た
。
自
助
・
共
助
・
公
助
の
う
ち
、

災
害
発
生
直
後
か
ら
一
定
程
度
の
時
間
は
、
自
助
・

共
助
が
何
よ
り
で
あ
り
、
公
助
に
つ
い
て
は
限
界
が

あ
る
点
の
指
摘
が
な
さ
れ
た
。

⑶
風
水
害
へ
の
備
え

校
生
か
ら
70
歳
代
ま
で
の
男
性
２
人
、
女
性
８
人
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。

【
所
感
】
各
種
団
体
と
の
ま
ち
づ
く
り
討
論
会
は
、

タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
絞
り
込
ん
だ
意
見
交
換
が
可
能
で
、

四
街
道
市
で
も
議
長
主
催
の
意
見
交
換
会
は
既
に
取

り
組
み
を
行
っ
て
き
て
い
る
。
今
後
も
拡
充
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

（
成
田　

芳
律
記
）

１.

日
程　

８
月
２
日

２.

場
所　

保
健
セ
ン
タ
ー
会
議
室

３.

概
要　
当
市
の
危
機
管
理
監
、
澤
畠
博
氏
を

　

四
街
道
市
議
会
勉
強
会

いつか「被災地」いまは「未災地」

だから、いま備える

「まさか」から「いつか」へ意識転換

まさかこんなことが起こるとは思わなかった。

①この地域は災害が少ないと思っていた。

②行政がなんとかしてくれると思っていた。

③自分は大丈夫だと思っていた。

いつか災害が起こるかもしれない。
①昔、大きな災害があった。

②発災直後には行政はあてにならないものだ。

③自分だって災害に遭う、自分で守るものだ。

「被災地」の嘆き

「未災地」の備え

まだ起こっていないだけ

1

勉強会資料 ( 抜粋 )

桐生市にて
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前
号
か
ら
一
般
質
問
に
顔
写
真
を
入
れ
ま
し
た
。

ど
う
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
議
会
だ
よ
り
担
当
の
委
員

で
７
月
、
群
馬
県
の
沼
田
市
・
桐
生
市
を
視
察
し
、

そ
の
熱
意
に
感
服
。
少
し
で
も
良
い
と
こ
ろ
は
取
り

入
れ
て
い
こ
う
と
話
し
合
っ
て
い
ま
す
。
９
月
議
会

で
は
、
庁
舎
整
備
関
連
の
補
正
予
算
が
総
務
常
任
委

員
会
で
否
決
。
最
終
日
の
本
会
議
に
「
動
議
」
と
い

う
修
正
提
案
が
出
さ
れ
、
や
っ
と
可
決
。
市
役
所
の

市
政
だ
よ
り
と
違
う
の
は
、
結
果
が
出
る
途
中
経
過

の
や
り
取
り
が
議
会
だ
よ
り
で
す
。
皆
様
が
議
会
に

関
心
を
も
っ
て
頂
け
る
よ
う
、
担
当
委
員
と
し
て
力

を
尽
く
し
ま
す
。　
　
　
（
阿
部　

百
合
子
記
）

編
集
後
記

日 月 火 水 木 金 土

11/25 26
本会議
開会

27 28 29
本会議
議案審議
（質疑）

( 委員会付託 )

30
都市環境
常任委員会

12/1

2 3
教育民生
常任委員会

4
総 務
常任委員会

5
本会議

6
本会議

7
本会議

8

9 10
本会議

11
本会議

12
本会議

13
本会議

14 15

16 17 18
本会議
閉会

19 20 21 22

本会議の開会は午後１時（予定）です。
※会期日程等は変更になる場合がありますので、市議会ホームページまたは

議会事務局までお問い合わせください。　   ＴＥＬ 043-421-6152（直）

一 般 質 問

一 般 質 問

12 月定例会　会期日程案のお知らせ

 

私がくらす四街道・みんなで話そう！ 

日 時 平成 31 年 2月 2日（土） 午後 2時～4 時 

場 所 文化センター ２０１・２０２・２０３・２０６号室 

      ＜全体会＞  

議会報告及び平成 29 年度決算審査の

内容をご報告いたします 

    ＜グループ会＞ 

市民の皆さまからのご意見をお聞き

いたします 

『
財
政
調
整
基
金
』

議
会
だ
よ
り
の
３
ペ
ー
ジ
の
グ

ラ
フ
に
記
載
さ
れ
て
い
る
財
政
調

整
基
金
と
は
、
年
度
間
の
財
源
の

変
動
に
備
え
る
た
め
の
基
金
で
す
。

自
治
体
が
、
財
源
に
余
裕
の
あ

る
年
度
に
積
み
立
て
、
財
源
不
足

が
生
じ
た
年
度
に
取
り
崩
す
こ
と

で
財
源
を
調
整
し
、
健
全
で
計
画

的
な
財
政
運
営
を
行
う
た
め
の
い

わ
ば
「
市
の
貯
金
」
と
言
え
ま
す
。

「多くの皆様のご参加をお待ちしております」

行
政
用
語 

ま
め
知
識


